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C髪 ″移は大和の自然を愛します>
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*7月例会「山門水源の森J・ 自然俳句

*イ ンプリテーション講座「本にいつぱいの不思議 00」

*大募集中 !!『工作教室」・会報「新名称」

*「ならやまレポートJ・「ごめん蜂さん !」

*「ビオトープ完成」観察スタッフ募集 !!

*鳥シリーズ・癒しの散歩道

*8月 例会「積水ハウス・樹木研修会」e他行事予定

*今月の表紙・ペン画によせて

辱
●
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『雉F罐ぷ源の森饉畿鰺観察会

l 日 詩・ 天候     7尾  3園 (轟1)

2参鶴者    24懇  (欠席 1裟 )

(敬称略 0新会員フルネーム )

大Jミ 教男 3轟 輝 勝夫・ ;:1崎 和江 。佐藤

訟尾 京子 0丸  悟子

阿部・ 井戸・鴇饗 0務畷 (緑 )。 鈴木 e寺 爾 .

山中・ 弓場・ 吉村・

T罵 擁会

轟

良子・ 高本 実男・ 教村 紀子

繭谷・野藤・ 橋本・ 宮沢・ 八本

(幹事)古 1:i(権 〉・ 1:1井

轟の原駅 8時 集合。薦・ 轟

本来なら中lL勧告だが、チヤ

・ 繭である。幹事二人は晴れ男だが、天を仰 ぐばかり。

―ターバスに託 し、現地に向かう。

壼的地は滋賀と福井の県境に近 く、麟北に位置 し、標高 500米 の曲並みの続 く、野坂

:1:地 の一角に69ha(わ が里饉1の F・Jl G倍 )の 里離Iが 広がる。

ボランテイア事務局長 藤本 秀弘 氏に 迎えられ、ガイダンスのあと、「四季の森」か

ら湿原周辺を熱い語 りをお聞きし、降 りしきる雨も忘れて無事 (尻餅をつ く転魏者もあっ

た機だが)二時間に及ぶ観察を了える。

環境保全、焦然との共生に 1ま 障害も多く、特に動物による食害について、「豊かな森を

創るのは動物の餌場を造つているだけではないか」と慨嘆された言葉が印象に残る。

連ユ:と 言 う特異性もあって、周辺との環境格差に入為の限界を垣間みた様にも思 う。資金

不足、後継者作 り、入直i者 の増加による観察路の修復、山野草植裁の保護、湿原の変異の

観測 等々。われわれと共通の課題も多く、 `頑張って下さい, と声なき声を贈りたい。

私 犠人としては、八丁蜻鈴を初めて目にした事、フナの南限、アカガシの北限に並ぶ生

態観、 ミヤマウメモ ドキの群生 (京 都の深泥池に珍木として一本ある)と F「 象に残る事が

多 く有意義な観察会だったと思 う。 (ナ ラ枯れの話が闘けず残念だつたが )

帰路、皆さんの感懇アンケー トの総括では、全員「満足」の回答を頂き、幹事冥利に尽

きる思いでお礼を中し上げます。年 11回位バスツアーの実施、曲rlへ の再訪の声も多 く

今後の企画に反映 したいと思います。

磁中の事とて、特に女性の方には大変不自lltを お掛けしました。天に代わりお詫びしま

す。また、定員オーバーにより、菊′ll e林 繭氏には優先権を新人の方にお譲り頂き、申

し訳なく思 っております。幹事役の古′!!祐 司 氏には良きアシストをして頂きました。

サ1]井  記



白 ぶ 篠 0欄

7月 例会。「山門水源の森」観察会.

俳句愛好の新会員お二人に、ご挨拶代わりに投句して戴きました。

瀑妙や寿札葛蒲の減ι`らささ 拡轟 良子

山門の森を深妙 (奥深 く優れているの意)の措辞が全てを言い当て

ている。流石、流石の一句。

人焔4の 目的よりをtマ 生″tら  "1埼 争れ

火焔茸は猛毒の持ち主。濃紅な色をして有害な胞子も散 らす。

正に悪役。生まれた運命の怒 りの色か。

浪凛
`て

冷あ棒の面機綺疱獄 芥 久

終 日降りしきる雨。開き直れば、この雨もまた佳 し。

自然を潤す天恵の贈り物だ。

※ 俳旬に興味のある方。遠慮な く投句 して下さい。私宛 FAXし ていただければ

編集部に繋ぎます。

り:i井 秀夫 FAX 0743-78-3964(毎 月 15日 締め切 り〉

山の中ヘ

入つて行きます

「山門源流」雨の中の観察会
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インタTプリテーション講座の実施報告

① フ潟 7関 (水 )ならやま基地震選で第 2国 震のインプリ入問講座が開催されました。13

名の方が参加し、シエア自然大学インプリ科 3理 のリーダーのもとで、インプリの進め方

を学び、また参加者の実習を行しヽました。

ネジキやソ曇ゴあるしヽまま穣葉の時くえやスギナなど 8つ

のポイント鍛解説の仕方に加えて、スカイウオークや森

の福 笑 しヽなどのネイテャーゲーム、更 に :ま コシダのぴよ

んの 曲然進 ぴなどいろしヽろな形 で自然 の不思議 と接

し、楽しい時閣を過ごしました。

午後の実習中 :こ 大雨に見舞われましたが、テントに戻

り「鶴 」の難然工 作をしました。しヽろいろな『自分だけの

鶴」ができました。

参撥された方 々の感想で:ま「警設見襲れた本 々にもいつぱい不思議があつた」「対話を

通じての講む方伝え方の大切さが良く分かつた」「ネイチャーゲームや自然遊びが楽しか

っF_― 」など好評でした。

今後 |ま こうした経験を小学校 の校庭 の 自然観察会などに活かして行きたしヽと思ってしヽ

ます。

(倉 圏 記 )

☆ :斑鳩より]6月 25日 イソヒヨドリのメスが屋

根にいました。 よく見ると 3羽 いました。 またま

たよく見るとイソヒヨドリのヒナでした。

・7月 20韓 竜画り||に ゴイサギ 211(ホ シゴイ 1羽 )

がいました。竜日川の河口にケリのヒナが 6羽

いました。

フィール ドサイン(大和り::)

○

○

○

◎

アオサギとゴイサギ(竜 田り||)
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らゆ 国ジェクトロン ―ド 2Z年フ

畢月 24翼 (本)晴  ジャガイモ祭 り 参加者 39人
・生育不良と雨で 2度 も延期されたジャガイモ祭 りでしたが、 3度 目の正直は梅雨の晴

れ間の上々の天気 となりました。 12時バーティ開始。採れ とれのジャガイモ、なら

やま産の三ねぎと人参をたっぷ り使つた野菜カ レー、ご飯はならやまの赤米入 りご飯

と、ならやまの自然の恵みを頂く気分。ダッチオーブンで豪快に焼いたジャガイモも

添えられて、少々のアルコールでも良い雰囲気に盛 り上がっていました。

。ジャガイモは好評で印舜完売c世話人の鈴木さんは、皆さんの声に応えて、秋ジャガ

を植付 |す ると意欲満々.午後は、守回さんの案内でコクランを訪ねて里山を散策。花

は始めてみた人も多く、その可憐な姿に感心 していました。

7月 1日 (本)曇 り  環境クリーンアップ・デー 参加者 28名

・全員一斉で周辺の草刈。水路沿いや A地区の林の笹を刈取 り整備 しました。A地区に

は栗の本が多く、この秋には林床で栗拾いを楽 しめることでしよう。

・午後は里山の整備c蒸 し暑い中での作業は思いのほか体力が消耗 したようです。つい

つい過度の作業になって熱中症に罹らないよう、互いに注意 し合いましょう。

7月 8驀 (本 )晴  佐保台小学校田圃観察  C地 区植栽   参加者 50名
じ佐保台小学校の児童 16名 が田圃観察。 5月 に 3本づつ4●Lえた苗が、どのように育っ

ているかを調べたり、国圃の生き物を観察 したりしました。七夕には 1日 遅れですが、

自分の願い事を短冊に書きならやまの七夕飾 りに付けていました。

。新入会員の方も、ならやまの活動にすつか り慣れたようです。おかげで、草刈 り、農

園作業、里山整備なと、各グループとも計画通り着実なペースで進められています。

7月 12日 (月 )野 鳥調査

7月 15日 (木)雨 県担当者 とE地区の境界立会

参加者 3名

参加者 19名
,天気は予報より悪化 し、強い雨となりましたが、県の担当者 と孟宗竹林の境界の確認

をしました。また 24日 のイベン トに備えて、担当割 り当てを行い、併せて観察路

周辺の危険物の点検・除去を行いました。 参カロの皆さん、雨の中ご苦労様でした。

7月 17日 (土)晴  ビオ トープ生物調査   参力働者  13名
・ ビオ トープの生物に関してシエア自然大学水生生物科にご協力いただいて、本格的な定

量調査を実施 しました。長い間湿地として残つていた場所だけに、思いのほか多種類の

水生動物が観察され、かなりの手応えがあったようでした。また、植物では、ヌマ トラ

ノオや、絶滅危惧種 Ⅱの ミズオオバコが多数みられて、植物担当のメンバーは興奮気味

でした。今後の調査が進むにつれて、まだまだ新 しい発見があることでしよう。 同好

の士のご参加を募集 してお ります。 (関連記事 別掲 )

。笹藪跡地のヒマフリが、順調に育っています。 7月 下旬に一斉に咲き揃 う予定です。

一度、ぜひご覧ください。

(古川祐司 記 )
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柔季畿量圭轟妻饉羹警夢ポず

*ならやま璧曲林種だよう* 守口 京子

7月 17藝 (土)真夏の日差しが照 り付け、草も木も然えるように育っています。 トン

ボ、セミ、チョウなど虫たちも活発に活動 しています。

花壇…ヒマフリ、タチアオイ、フジウツギ、アジサイ、ウマノスズクサ、サンジソウ、

オミナエシ、キキョウ、ハギ、コムラサキ、ヒオウギスイセン、ヒャクニチソウ、グラ

ジオラス

野彙…イヌタデ、ヒメジョオン、ヤブガラシ、ギシギシ、

イヌホオズキ、ヤブジラミ、トキアツユクサ、ノブ ドウ、シ

ャシャンボ、クチナシ、イソノキ、ネズミモチ、ウスノキ (‐ 赤

い実)

ビォ トープ…イ、ヌマ トラノオ、ミズオオバコ.セ リ、マ

マコノシリヌグイ、ガマ

ウマノスズクサの花は不思議な形です。ラッパの先は黒紫

色のひげ面でどんな虫に好かれるのでしょう。

ミズオオバコ の花 ビォ トープ調査

7月 1日 午後かりま一時雨かもの予報、蒸 し々

の午前A地区の草メ嗜り。汗びっしよりで大い玉

切 りの横たわる少 し暗つぼ

い所で鎌を振っていた。と、

その時 “グーッ"と

太短い針が左頬を襲つた。

犯人は確認できなかつたが、

黒つぽい何かが飛んで行っ

後躍、菊り:|さ んにお尋ねしたところ、多分地峰

のメスだろうとのこと。とても邪魔したのかも…

3～ 4日 熱つぽく、ふつくら膨らみ、家内が「医

者へ行ったら」と優 しし

お言葉。

普段山中で草本を切

る時は、目中で「ナ

・
毬挽紀麟さん退

竹本雅昭

た よ う だ 。 近 く で 作 業 し て い た
こ =一

一
一 一 一 一 =ニ ー ー ー

‐
=一 一 ・

一 一

‐
・ 一

三 ニ   ン マ ン ダ ブ 」 と 時
々

池田さんも「黒い蜂のようだ。Jと 言つておら  唱えて生命を奪うことへの恐れを持ちますが、

れた。すぐ常備薬を塗り、現場を見直したが、  これからは小動物にも同じ心持ちで接していこう

巣|ま見つからなかつた。 と思った事でした。
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ズ 小圏 久美子

まだ夏だよと云われそ うですが、早ければ 「キ1‐キ‐キ‐l

キチキチ[キリlキキィ‐l」 と縄張り宣言が聞こえてくる季節

になりました。畑の回りで人間と仲良く暮らして来

た尋1染みの鳥です。肉食なので鷹のようなクチバシ

をしていますが、クリクリおめめが愛くるしいです

よc カラスに巣ごと破壊されたモズの番が、巣作

りからや り直していると野鳥の会幹事メールに入っ

ていま l_た。ご本人に問い合わせ今抱卵中だと問く

と、夏鳥たちの子育ての季節にモズが子育てをする

のは大変珍しく、今度はちゃんと巣立てるのかと気

を揉んでいましたが、やはり折角再建 した巣は放棄

されたようです。何があったのでしょう、もしかし

たら、彼らの 「子育てポログラム」がタイムオーバ

したのでしょうか。 アオバズクの子育て {)遅れているようです。 今年は穏やかな春

が短かく、暑くなつたかと思ったら長い梅雨Gそ して夏本番c 愛大との散歩中、頭上

で「びィーッ!ヒ
・
ィーッ!IJと 鋭い声がするのを見上げると、ツバメが自分よりずつと大きなカ

ラスを追っていましたcヒ ナが襲われたのでしょうか。電線には子カラスたち。気候不

順がどう影響するのか、お互いが厳 しいサバイバル合戦の季節です。

<慮 tの漱夢ミ>

七夕のしらべ

谷り|1 萬1太郎

時は短すぎてなおその心のときめきの夢追いかけながら 見失 うまいとただひた

すら心祈るだけ

たとえ束の間に光るたつたひとつの青い星の光でも 可憐な短冊に込めたその願いの

軌跡を追い求め

やがて日が沈み過ぎ去る夕暮れに別れを告げ 墨絵で描いたような山々のいでたち

が闇に消える頃

川面に映る薄明かりに川の囁きが黒く静かにゆれて 夢伝説の祈 りの星が水に漂いな

がら流れ行く

どこからか源氏ボタルが命の灯 りともして 小さな流れ星のように飛び交 う幻想の

フルツを踊る

受
伴
Ⅳ
γ
νγ
￥

， ｖ

〓
Ｉ
Ｎ
νγヽ
祥
一シヽ
Ｎ
一γ主
導
ν
ド
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